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▣ 病院の特徴  
当院は名古屋市北西部に位置し、一日平均外来患者数約 1,400 名、病床

数 852 床、職員数 1,700 名と、この地域の基幹病院の一つである。救命救

急センター、小児医療センター、総合周産期母子医療センター、造血細胞移

植センター、緩和ケアセンター、化学療法センターを運営するとともに、神

経疾患、循環器疾患、消化器疾患、呼吸器疾患などの診療でも専門科の壁を

越えた医療を実践するシステムが整備された、活力にあふれている病院であ

る。内科系、外科系ともフレッシュな症例が多く、上級医が最終的な責任を

とるが、研修医が思い切り腕を振るうことができるアクティブな研修環境は

当院の伝統である。職種の枠を超え仲が良く気さくで、研修医に自分たちの

知識と経験を教えることに喜びを感じている職員ばかりである。現在の医療

に必須なチーム医療を学び、実践する上で、最良の病院の一つである。地域

の住民は庶民的かつ実直であり、研修医の人間性を養う上で良い環境と思わ

れる。更に日本赤十字社の使命である災害救護、海外救援についても幾多の

実績を有し、また定期的な訓練が行われている。これらに積極的に参加する

ことにより初期臨床研修をより充実したものにすることが可能である。 

 

▣ 研修の特徴  

初期臨床研修に必要な診療科全てを備えた総合病院として、総合診療方式

による臨床医の育成に適したプログラムを有している。さらに、単科精神科

病院、診療所等に研修協力を依頼し、充実した初期研修が単一医療圏内で効

率よく実施できるようにしている。専門診療科が豊富であることは、診断が

付けにくい、あるいは治療が困難な症例を経験することができる利点があ

る。一方、初期研修期間中に多くの診療科をローテートするために、研修医

自身で将来を考えての研修診療科を選択する時間的余裕がない欠点もあっ

た。2012 年の初期研修プログラム（一般、産婦人科、小児科）から、それ

ぞれの研修プログラムに応じた必須ローテート科を確保した上で、研修医が

自ら選択できる機会を増やしたことにより、研修医の希望を最大限に考慮し

た自由度の高い研修を行うことが可能になった。つまり必須科のローテート

期間以外は、各自が研修を組み立てることになるため、研修医のうちに全身

管理のスキルを身につけたい者や専攻科に悩む研修医はあらゆる診療科を

ローテートしたり、外科系を専攻科として決めた研修医は外科系診療科をメ

インとしてローテートする者もいる。内科系、外科系診療科はもちろん、総

合病院ならではの診療科や部門でも経験を積むことができるため、当院の研

修医は全員が充実した研修を組み立てながら研鑽している。 

小児科、産婦人科プログラムにおいては、専門研修を開始する前に 12 週

ずつそれぞれの診療科の概略を深め、スムーズに専門研修へ進むことができ

るプログラムとなっている。人気の高いプログラムであり、多くの小児科医、

産婦人科医を輩出してきた。また、2023 年度には医師少数区域における医

療提供体制を集中的に学ぶことができる地域医療プログラムも新設した。 

いずれにしても自由度が高くなったことが利点と考えているが、自分自身

の設計を実現できるように、同期の初期研修医間で調整を付ける能力も要求

されることになる。 

  

▣ 専門研修 

新しい専門医制度が開始される以前から、日本赤十字社認定後期研修プログ

ラムを有しており、多数の医師が当院での後期研修を修了している。新専門医

制度においては、6 つの基本領域（内科・小児科・外科・産婦人科・病理・救

急科）のプログラムを有している。また、その他の領域においても主に名古屋

大学の連携施設として、初期研修後も引続き専門研修を行うことが可能であ

り、令和 7 年 12 月現在では 60 名の専攻医が専門研修を行っている。 

どの診療科でも指導医・専門医が多く在籍しており、様々な症例を経験でき

ることも当院の特徴であり、豊富な教育資源の中で、専門領域の知識の獲得と

技術の研鑽には欠くことのない堪能な研修を積める。サブスペシャルティ領域

専門医研修の整備についても準備している。 

▣ メッセージ  

 研修医 柴田 真住 ［令和6年横浜市立大学卒] 
今この冊子を見てくだ

さっている皆さんの中に

は、漠然と「○○科が気に

なるなあ」くらいの人も多

いかと思います。過去の自

分もその一人で、医局、専

門医、キャリア形成など言

葉は知っていても初期研修

先を選ぶにあたって何をどのくらい重視したらいいのかさっぱりでした。

そんな中、当院で初期研修を行ってよかったと感じています。 

当院は病床数、経験できる症例数、充実した施設設備、指導医数など研

修選びにあたっての多くの医学生が重要視する要素はどれも“強い”と確信

しています。そのような素晴らしい環境の中で、充実した研修医生活を送

ることができます。また、専門研修のプログラムも充実しており、初期研

修をしながら将来の働き方をイメージもしやすいです。将来専攻する診療

科も初期研修を行いながら目一杯悩むことができます。 

病院選びで悩まれている方々は、ぜひ当院に見学にきてください。みな

さんと当院で一緒に働くことを楽しみにしています。 

▣ 募集要項  

・採用実績 2024 年度 21 人  2025 年度 21 人 

・給与／月額 1年次345,345円 2年次361,215円 (地域手当含む） 

・当直回数／月 4 回程度 

・当直料／月 支給あり   

・その他 研修医寮あり 

・応募連絡先 担 当 者 教育研修管理課  

電話番号 052-481-5111（内線 54145） 

E メール kensyu-jimukyoku@nagoya-1st.jrc.or.jp 
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